
【小説】

【小説】 阿茶 村木　嵐

俺ではない炎上 浅倉　秋成 高く翔べ 吉川　永青

残心 我孫子　武丸 死神を祀る 大石　大

名探偵は誰だ 芦辺　拓 空蝉の城 西野　喬

ルコネサンス 有吉　玉青 【その他】

まっとうな人生 絲山　秋子 カッコいい大人になろう 中谷　彰宏

維新の終曲 岡田　秀文 クジラの骨と僕らの未来 中村　玄

奇跡集 小野寺　史宜 はじめてのベジ・ガーデン 矢田　陽介／監修

猫弁と幽霊屋敷 大山　淳子 江戸のジャーナリスト葛飾北斎 千野　境子

あきらめません！ 垣谷　美雨 志麻さんのサクッと作れる極上おつまみ タサン志麻

空をこえて七星のかなた 加納　朋子 道慈 曾根　正人

夜に星を放つ 窪　美澄 スピード完成！野菜の大量消費おかず３４２ 食のスタジオ／編

ワカレ花 けんご 子育てで毒親になりそうなとき読んでほしい本 井上　智介

情事と事情 小手鞠　るい 今日は、これをしました 群　ようこ

石礫 今野　敏

孤蝶の城 桜木　紫乃 【えほん】

〈磯貝探偵事務所〉からの御挨拶 小路　幸也 おふろがでまーす ａｃｃｏｔｏｔｏ

任侠ショコラティエ 新堂　冬樹 かっぱのふうちゃんライフジャケットでスイスイ 森重　裕二

死神と天使の円舞曲 知念　実希人 ２ひきのカエル クリス・ウォーメル

包帯クラブ 天童　荒太 わたしはいいこ？ えがしら　みちこ

パラレル・フィクショナル 西澤　保彦 あかちゃんあかちゃん おおの　たろう

スクイッド荘の殺人 東川　篤哉 こっちとこっちどっち？ きたやま　ようこ

スパイコードＷ 福田　和代 ジェニーのぼうし エズラ・ジャック・キーツ

宙ごはん 町田　そのこ すいかごろごろ すとう　あさえ

子宝船 宮部　みゆき パパのかえりがおそいわけ キム　ヨンジン

名もなき子 水野　梓 くら寿司のおすしまんぷくさがしっこ せいらん

夢をかなえるゾウ　０ 水野　敬也 ちょっちょっちょきーん たあ先生

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。
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【おはなし】

【えほん】 りんごの木を植えて 大谷　美和子

すうがくでせかいをみるの ミゲル・タンコ 風の神送れよ 熊谷　千世子

たのしいうみのいきものずかん 今泉　忠明／監修 マスクと黒板 濱野　京子

ようかいむらのきらきらたなばた たかい　よしかず かみさまのベビーシッター〔２〕廣嶋　玲子

世界の市場 マリヤ・バーハレワ みんなのためいき図鑑 村上　しいこ

おいなりさん もとした　いづみ セカイを科学せよ！ 安田　夏菜

せかいのくにでいただきます！ 野村　たかあき ぼくの弱虫をなおすには Ｋ．Ｌ．ゴーイング

あげる はらぺこめがね 海を見た日 Ｍ．Ｇ．ヘネシー

いつまでも アンナ・ピンヤタロ ちいさな宇宙の扉のまえで いとう　みく

いえのなかといえのそとで レウィン・ファム あそび室の日曜日 村上　しいこ

ばあばにえがおをとどけてあげる コーリン・アーヴェリス 本おじさんのまちかど図書館 ウマ・クリシュナズワミー

１１１本の木 リナ・シン おもちゃ屋のねこ リンダ・ニューベリー

ピヤキのママ ペク　ヒナ おかげさまで名探偵 杉山　亮

海のアトリエ 堀川　理万子 【その他】 　

このあななんじゃ　２ みぞぐち　ともや 建築家になりたい君へ 隈　研吾

つむちゃんとあそぼう ｍｉｎｃｈｉ ゆるゆる怪鳥図鑑 かげ

おかあさんごめんなさい みやにし　たつや ことばで遊ぼう！！ことばあそび大図鑑 青山　由紀／監修

ちびクワくんおとうとなんてだいきらい やました　こうへい はじめての子どもパン教室 吉永　麻衣子

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１０

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

図書館からのお知らせ

第68回青少年読書感想文全国

コンクールの課題図書をそろ

えました。

ぜひご活用ください。

「マスクと黒板」

濱野京子・著 講談社 ２０２２年

美術部に所属する立花輝は目立つことが苦手でコロナ以前からマスクをつけて学校に行っていました。

休校していた中学校が再開し、学校に入ると人だかりができており、その先には満開の桜とコロナに負

けるな！と書かれた黒板アートがありました。一方、教室では全員がマスクを付け、給食は前を向いて

食べるなど、ソーシャルディスタンスが日々徹底されます。文化祭や運動会、修学旅行も中止となり、

生徒たちは味気ない毎日を過ごす中、輝は黒板アートを描いた人がずっと気になっていました。そこで、

輝は生徒会役員である幼馴染の麗華に相談し、あるイベントを開催することになります。

輝は黒板アートを描いた人を見つけることができるのでしょうか。イベントを通して輝の行動や気持

ちの成長が感じられる1冊となっています


